
賀 設 新 周 2007年 (平成 19年 )8月 4日 土曜日莞

ミ

ラ
ク

ル

ソ
ル
協
会

（
原

裕
理
事
長
）
は
先
月
１９
日
、

広

島
市

の
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で

「
第

１１
回
ミ

ラ
ク

ル

ソ
ル

エ

法

技
術

講

習
会

」
を

開

い
た

（
＝
写
真

）
。

官
公
庁

や
建

設

会
社
な
ど
か
ら
約

１
３
０
人

を
集

め

、
ガ

ラ

ス
廃
材
を

再

資
源
化
し
た
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル

の
機

能
、

応

用

工
法

な

ど
を

紹
介
し
た
。

ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル
は
多
孔
質

問
隙

構
造

を

有

し
、

軽

量
か

つ
強
固
な
性
質
を
持

つ
新
素

材
。

製
造
条
件

に
よ
り
Ｏ

ｏ
３

～

１

●
５

の
比
重

、
吸
水

・
非

吸
水

が
調
整

で
き

る

。
こ
れ

ら
の
特
長
を
応
用
し
て
斜
面

や

屋

上

の

緑

化

、
軽

量

盛

土

、
水
質
浄
化
ろ
過

材

な

ど

多

く

の
新
技
術

・新

工
法

が

提

案
さ
れ
、

そ

の
活

用
を
広

げ
て
い
る
。

講
習
会

で
は
ま
ず

、
国
土

交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

の

小
椋
義
弘

・
企
画
部
技

術
調

整

管
理
官

が
「
公
共

事

業

に

関
す
る
最
近

の
話

題
」
を

テ

ー

マ
に
し

た

特

別

講

演

を

行

っ
た
。

引
き
続
き
、

原
理
事

長

が
「
ガ

ラ
ス
廃
材

を

再
資

源
化
し
た
ミ
ラ
ク
ル
ソ
ル
の

ク
ラ
ス
タ
ー

構
想
～

環
境
緑

化

・
環
境
土
木

工
法

へ
の
有

効

利

用

～

」
と

題

し

て

講

演

。
種
子
を
混
合

し
な

い
で

斜

面
緑

化

が

で
き

る

Ｆ

Ｗ

℃

・ゥ

ッ
ド
チ

ッ
プ

エ
法
、

軟

弱
地
盤

に
有
効

な

Ｆ
Ｗ
Ｇ

・
軽
量
盛
土

工
法
を
説
明
し

、

環
境
に
や
さ
し
い
工
法
で
あ

る
こ
と
強
調
し
た

。
ま
た
、

同

協
会
顧
間
の
荒
木
宏
之
佐
賀

大
学
低
平
地
研
究
セ

ン
タ
ー

長
が
「
総
合
水
管

理

に
お

け

る
発
泡
廃
ガ

ラ

ス
マ
ヽヽ
ラ
ク

ル
ソ
ル
』
の
意
義
」
に
つ
い
て

講
演
し
、

ミ

ラ
ク

ル

ソ
ル

に

よ
る
下
水
や
河
川
水
な
ど
の

水
質
浄
化
機
能
、

最
近

の
取

り
組
み
を
説
明
し
た
。

講

演

後

の
質

疑

応

答

で

は
、

ミ
ラ
ク

ル

ソ
ル

に
対

す

る
関
心
の
高
さ
を
示
す
か

の

よ
う

に
、

参
加
者

か

ら
保
水

材
と
し
て
の
役
目
や
軽
量
盛

土

に

つ
い
て

の
適
応
性

、
水

質
浄
化
ろ
過
材

の
維
持
管
理

な
ど
多
く
の
質
問
が
出
て
い

た
。

ミラクルソル協会

工滋技術講習会開く
130人が参加、高い関心示す
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